


農
民
日
記
史
料
論

-

｢大
黒
屋
日
記

(年
内
諸
事
日
記
帳
)｣
研
究
序
説
-

高

木

俊

輔

一

は
じ
め
に

日
記
史
料
は
'
そ
の
筆
記
者

･
記
録
者
の
側
か
ら
公
日
記
と
私
日
記
と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
｡
近
世
以
前
の
日
記
の
多
く
は
､
政

務
あ
る
い
は
職
務
に
関
す
る
勤
務
日
記
で
あ
-
'
公
の
勤
務
に
関
わ
る
即
実
を
記
録
し
た
日
次
記
､
日
誌

･
日
録
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
｡

(-
)

私
日
記
は
平
安
時
代
か
ら
見
ら
れ
､
そ
の
多
く
は
朝
廷
に
奉
仕
す
る
公
家
関
係
の
日
記
で
あ
っ
た
､
と
い
わ
れ
る
｡

近
世
に
な
る
と
'
日
記
史
料
は
多
様
な
形
で
残
さ
れ
て
い
る
｡
ま
ず
､
朝
廷
関
係
で
は
皇
室
の
日
記
や
公
家
の
日
記
､
春
日
祉

･
北
野

社
な
ど
社
寺
の
日
記
､
幕
肘
で
は
公
式
記
録
と
し
て
右
筆
が
作
成
し
た

｢御
日
記
｣
､
老
中
や
奉
行
な
ど
幕
府
の
要
職
に
あ
る
者
の
記
録

も
多
-
は
日
記
形
式
を
と
っ
て
書
か
れ
､
諸
藩
に
お
い
て
も
大
名
か
ら
家
臣
に
い
た
る
公
日
記
が
多
い
｡
例
え
ば
､
侶
浪
国
松
代
藩
に
見

る
と
､
公
日
記
は
五
十
種
類
を
こ
え
て
い
た
の
で
あ
る
｡

｢家
老
日
記

･
学
校
日
記

･
武
芸
掛
日
記

･
表
御
用
人
日
記

･
御
日
付
日
記

･
郡
奉
行
日
記

･
御
勘
定
所
元
〆
日
記

･
御
勝
手
方

日
記

･
御
元
方
日
記

･
御
余
塵
方
日
記

･
籾
方
掛
日
記

･
御
金
掛
日
記

･
御
宮
見
廻
役
日
記

･
寺
社
方
日
記

･
足
軽
奉
行
剖
番
日

記

･
水
道
御
役
所
日
記

･
御
武
具
方
日
記

･
表
御
納
戸
日
記

･
御
徒
士
頭
日
記

･
木
戸
掛
日
記

･
執
政
日
記

･
公
用
方
日
記

･
松

農
民
日
記
史
料
論

(砧
木
)



史
料
館
研
究
紀
要

節
二
八
号

一
七
〇

代
洋
庁
日
記

･
軍
事
方
日
記

･
監
察
方
日
記

･
租
税
方
日
記

･
計
政
局
日
記

･
会
計
方
日
記

･
計
監
方
日
記

･
支
配
監
使
日
誌

･

郡
政
局
日
記

･
郡
政
民
事
庶
務
方
日
記

･
職
事
係
日
記

･
御
側
御
納
戸
日
記

･
御
部
屋
御
側
御
納
戸
日
記

･
御
祐
筆
間
日
記

･
御

側
預
り
日
記

･
貞
松
院
様
御
側
日
記

･
御
次
日
記

･
近
習
日
記

･
御
部
屋
番
日
記

･
御
膳
番
御
刀
番
日
記

･
御
守
役
日
記

･
御
輿(2

)

支
配
日
記

･
御
奥
元
〆
日
記

･
御
奥
御
手
本
日
記

･
真
晴
院
奥
日
記

･
御
料
理
所
日
記

･
御
家
日
記

･
老
中
日
記
下
調
､
等
々
｣

ま
た
'
近
世
に
は
､
学
者

･
文
人
の
日
記
'
町
人
や
農
民
の
日
記
'
女
性
の
記
し
た
日
記
な
ど
､
私
日
記
も
多
く
記
録
さ
れ
保
存
さ
れ

て
き
て
い
る
｡
本
稿
の
扱
う
日
記
は
農
民
日
記
と
表
記
し
た
が
'
私
的
な
日
記
を
代
表
さ
せ
る
意
味
で
表
現
し
た
つ
も
り
で
あ
り
'
庶
民

第 1表 公卿関係

(元治1･1864-慶応3･1867)

(安政 1･1854一文久3･1863)

(安政6･1859-明治 1･1868)

(嘉永5･1852-安政6･1859)

(元治 1･1864-明治1･1868)

(安政3･1856-明治7･1874)

(安政6･1859-明治 1･1868)

(弘化2･1845-慶応 3･1867)

(文久2･1862-明治4･1871)

朝彦親王日記

一条息香日記

押小路甫子日記

勧修寺経理日記

嵯峨実愛日記

中山読子日記

中山忠能日記

万里小路日記

岩倉具視日記

正親町公薫旅日記 (文久3･1863)

(r日本史籍協会叢書j所収分)

の
日
記
と
言
い
換
え
う
る
程
度
の
意
味
で
使

っ
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
｡
そ
の
庶

民
日
記
は
'
と
く
に
最
近
い
ろ
い
ろ
な
形
で
活
字
化
さ
れ
て
お
り
'
広
く
そ
の
存

在
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
｡
し
か
し
'
県
史
や
市
町
村
史
誌
や
単

行
本
に
ま
で
及
ぶ
刊
行
の
現
実
を
把
握
す
る
余
裕
が
な
い
の
で
､
こ
こ
で
は
幕
末

か
ら
維
新
期
に
か
ぎ
り
'
刊
行
さ
れ
た
日
記
史
料
の
位
置

･
概
要
を
見
る
こ
と
に

よ
っ
て
､
現
時
点
に
お
け
る
庶
民
日
記
の
研
究
状
況
の
一
端
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
0

ま
ず
､
r日
本
史
籍
協
会
叢
書
｣
に
所
収
さ
れ
て
い
る
日
記
に
つ
い
て
み
て
お
こ

(3
)

う

｡

こ

れ
は
､
大
正
期
に
刊
行
さ
れ
た
の
だ
が
､

一
九
六
〇
年
代
か
ら

r野
史
台

維
新
史
料
叢
書
｣
な
ど
を
加
え
て
'
東
京
大
学
出
版
会
が
復
刊
し
て
い
る
の
で
､

増
補
分
も
含
め
て
検
討
し
て
い
こ
う
｡

第

1
表
に
示
し
た
よ
う
に
'
公
卿
関
係
の
日
記
は

一
〇
点
所
収
さ
れ
て
い
る
｡

幕
末

･
維
新
期
関
係
で
刊
行
さ
れ
て
き
た
日
記
に
は
'
公
卿
の
家
の
記
録
と
い
っ



第 2表 政治家関係

安達清風 日記 (安政 1.1854-明治 1.1868)

大久保利通日記 (安政 6.1859-明治1b.1877)

尾崎忠征目許 (慶応 2.1866-明治 1.1868
)木戸孝允日記 (明治 1°.1868-明治10.187

7)伊達宗城在京【ほ己(文久 2.■1862-明治 1.18

68)広沢真臣日記 ー(文久3.1863-明治 1.1

868)渋沢栄一滞仏日記(慶応 3.1867-明治 1.

1868)中根雪江丁卯 日記 (慶応

3.1867)(｢日本史結協会叢書｣所収分)

た
色
彩
の
つ
よ
い
も
の
が
多
い
｡
ま
た
'
政
治
家
の
日
記
関
係

(節
2
衣
)
は
八
点
を

数
え
る
｡
そ
の
内
容
は
ど
れ
も
が
安
政
期
か
ら
明
治
十
年
ま
で
の
時

期
の
も
の
で
あ
る
｡

う
ち
二
点

(尾
崎
息
征
日
記
と
渋
沢
栄

一
滞
仏
日
記
)
は
旅
日
記

で
あ
る
｡
政
治
家
関

係
と
分
析
し
た
日
記
の
準
記
者
は
'
大
名

･
洋
主
と
い
っ
た
支
配

の
頂
点
に
あ
っ
た
も

の
で
は
な
い
の
で
'
ひ
ろ
く
い
え
ば
次
の
志
士
関
係
に
入
れ
て
も
差
し
支
え
な

い
も
の

で
あ
る
｡

さ
て
､
r日
本
史
斡
協
会
茄
沓
J
所
収
本
に
は
志
士
関
係
の
日

記
が
多
い
｡
そ
れ
に

r野
史
台
維
新
史
料
叢
む
し
も
加
え
て
ま
と
め
た
も
の
が
約
3
衣
で

あ
る
O
地
域
的
に
ま

と
め
て
示
し
た
か
ら
'
西
南
雄
藩
の
洋
士
出
身
の
志
士
が
圧
倒
的

に
多
い
串
が
わ
か
る

で
あ
ろ
う
｡
西
南
雄
藩
以
外
で
は
､
水
戸
藩
の
関
鉄
之
介

･
酒
井

彦
八
郎
'
松
代
洋
の

佐
久
間
象
山
､
桑
名
洋
の
酒
井
孫
八
郎
､
大
和
の
伴
林
光
平
の
五

人
に
と
ど
ま
る
｡
な

お
'
衣
に
示
し
た
二
五
人
の
う
ち
洋
士
以
外
の
出
身
者
は
'
大
和

の
伴
林
光
平
'
長
門

の
白
石
正

1
郎
､
土
佐
の
中
岡
慎
太
郎
､
筑
後
の
真
木
直
人
の
四
人
だ
け
で
あ
る
｡
こ
れ
ら
の
日
記

･
日
録
は
'
活

動
日
記
と
い
え
る
も

の
で
あ
る
か
ら
､
明
治
維
新
へ
の
動
き
を
具
体
的
に
解
明
す
る
上
で
'
ず
い
ぶ
ん
役
立
っ
て
き
て
い
る
｡
こ
こ
に
挙

げ
た
も
の
に
志
士
個

人
の
伝
記
や
全
集
な
ど
に
所
収
さ
れ
た
日
記
類
を
加
え
る
と
､
か

な
り
な
数
に
な
る
｡

以
上
で
見
て
き
た
日
本
史
籍
協
会
関
係
は
'
大
正
期
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
刊
行
物
で
'
倒
第
を
目
指
し
た
西
浦

雄
滞
側
の
日
記
が
多

い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
'

一
方
最
近
の
日
記
史
料
の
刊
行
状
態
を
見
る
と
､
庶
民
の
日
記
関
係
が
多
く
な
っ
て

い
る
｡
そ
の
一
端
を

知
る
た
め
に
､
佐
藤
誠
朗
が

r幕
末
維
新
の
民
衆
世
界
J
(岩
波
書
店
'

一
九
九
四
)
を
普
く
に
あ
た
っ
て
引
用

･
利
用
し
た
文
献
を
示

農
民
日
記
史
料
論

(満
水
)



第 3表 志士関係

日 記 名 筆記者 出身 ･記 述 年 限 .同 西 暦

出典1 関鉄之介日良 閑鉄之介 水戸藩 安政5-文久元.1858

-1861野史台2 酒泉直滞京日記 酒泉彦八郎 ■水戸藩 文久3-慶応

3.1863-1867 日乗 33 公務日記 佐久間

象山 松代藩 元治元 .1864 野史台4 酒井日記 酒井孫八郎 東名渚 明治元一明治2.1868-1869 自乗4

5 南山跨雲録 伴林光平 大和 文久3 .1863 日乗36 江月斎 日乗 久坂玄瑞 長州藩 安政6-元治元.1859-1864 日乗1

7 品川弥二郎日記 品川弥二郎 長州藩 慶応2-慶応3.1866-1867 日釆289 遊肥日録白石正一郎日記 土屋央之介白石正一郎 長州藩長門 文久2 .1862安政5-明治11.1858-1878

野史台目乗 110 海西雑記.行行筆記 中岡慎太郎 土佐 元治元一慶

応3.1864-1867雑纂 5ll伊藤和義日記 伊藤和義 高

知洋 文久3-元治元.1863-1864 日乗 412再遊筆記 千屋 栄 高知藩 文久2一文久3.1862-1

863 日乗 113寺柑左膳日記 寺村左膳 高知洋 慶応3 .1867 日

乗 314七生日録 南部盛男 高知洋 元治元 .1864 日乗 115退倦録 (愚庵筆記) 樋口真書 高知藩 文久元一慶応 3.18

61-1867 日乗 116隈山春秋.帰南日記 平井

収二郎 高知藩 文久2-文久3.1862-1863雑纂 51

7損庵漫録 加藤常吉 久留米藩 文久3 .1863 日乗 218案林

親日記 案 林親 久留米洋 明治元 .1868 日乗 319大和戦争日

記 . 半田門書 久留米洋 文久3 .1863 日乗 320水野丹後手記 水野丹後 久留米洋 元治元一慶応2.1864-18

66 日乗 221真木直人日記 真木直人 筑後 元治元一明治2.1

864-1869 日乗 222宮部鼎蔵手記 宮部鼎蔵把後落文久3
-元治元.1863-1864 自乗 223都 H記 有馬新七 薩摩藩 安政5 .1

858 日乗224紹述宿年 伊知地貞馨 薩摩藩 安



し
て
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
｡

佐
藤
は
､
幕
末

･
柾
新
当
時
の
民
衆
が
ど
の
よ
う
に
時
勢
を
受
け
と
め
て
い
た
の
か
を
'
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
'
｢庶
民

日
記
に
歴
史
を
読
む
｣
こ
と
を
意
欲
的
に
試
み
た
の
で
あ
っ
た
｡
佐
藤
が
主
と
し
て
参
照
し
た
日
記
史
料
を
'
先
に
示
し
た
志
士
関
係
の

日
記
リ
ス
ト
と
同
じ
よ
う
に
'
北
の
地
方
か
ら
並
べ
て
整
理
し
て
示
す
と
'
第
4
表
の
よ
う
に
な
る
｡
こ
こ
に
は
､
幕
末

･
維
新
期
に
お

け
る
史
的
研
究
に
十
分
応
え
る
だ
け
の
内
容
を
備
え
た
'
庶
民
の
手
に
な
る
日
記
の
主
た
る
も
の
が
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
と
み
て

よ
い
で
あ
ろ
う
｡

日
記
の
筆
記
者
の
出
身
地
を
み
る
と
､
や
や
武
蔵
国
あ
る
い
は
江
戸
に
偏
り
が
み
ら
れ
る
が
'
そ
れ
だ
け
に
江
戸
と
そ
の
周
辺
地
の
幕

末
の
激
動
が
'
人
々
に
筆
を
執
ら
せ
た
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
｡
階
層
か
ら
み
る
と
'
豪
農
と
し
て
の
村
役
人

･
地
主
､
町
役
人
､
医
者
'

僧
侶
'
商
人
と
い
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
階
層
の
も
の
が
､
日
記
の
書
き
手
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
｡
ま
た
､
こ
の
表
中
6
'
7
t
の

二
つ
の
未
刊
分
を
の
ぞ
き
､
こ
こ

一
〇
年
く
ら
い
の
刊
行
状
況
を
み
る
と
､
日
記
史
料
の
活
字
化
が
す
す
ん
だ
こ
と
が
分
か
る
｡
こ
こ
で

は
､
日
記
そ
れ
ぞ
れ
の
記
述
内
容
に
ま
で
立
ち
入
る
こ
と
は
し
な
い
が
､
村
役
人
や
町
役
人
で
あ
っ
て
も
､
役
職
上
や
む
を
得
ず
日
記
を

付
け
た
と
い
う
よ
-
､
動
き
つ
つ
あ
る
世
の
中
の
動
き
を
ま
ず
記
録
し
､
ど
の
よ
う
に
対
処
し
よ
う
と
し
た
か
､
結
果
は
ど
う
な
っ
た
の

か
の
事
実
過
程
を
書
い
て
い
る
｡
ま
だ
､
ペ
リ
ー
来
航
の
こ
と
､
横
浜
開
港
の
こ
と
､
生
麦
事
件
の
こ
と
'
等
々
特
別
の
事
件
を
発
生
し

た
順
に
書
き
留
め
る
と
い
っ
た
傾
向
が
つ
よ
い
の
で
あ
る
が
､
自
分
の
た
め
に
､
ま
た
家
族
の
教
訓
の
た
め
に
､
と
い
う
動
機
も
み
る
こ

と
が
で
き
る
｡

佐
藤
は
'
以
上
に
あ
げ
た
日
記
史
料
を
は
じ
め
と
し
て
､
他
に
い
く
つ
か
の
日
記
を
加
え
､
串
末

･
維
新
の
歴
史
の
流
れ
を
'
庶
民
が

ど
の
よ
う
に
記
し
措
い
て
い
た
か
を
解
明
す
べ
き
課
題
と
し
た
が
'
著
沓

r幕
末
維
新
の
民
衆
世
界
｣
は
ま
だ
事
件
史
中
心
の
傾
向
を
免

れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡
庶
民
日
記
に
は
､
政
治
的
事
件
や
お
触
れ
な
ど
支
配
に
関
す
る
記
事
が
少
な
く
な
い
が
､
地
震

･
埜
星
､

農
民
日
記
史
料
論

(高
木
)

一
七
三



現所蔵者 出 典
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第4表 幕末維新の庶民日記

農
民
日
記
史
料
論

(高
木
)

NO 日記名 出身地 階層 記録主

記述年限1 陰陽記 越後国訴鹿部北五百川村 豪農 藤由嘉源治他 天保3-明治13

.1832-18802 田中千弥日記 武我国秩父郡下書田村 神主 田中千弥 嘉永

3-明治31.1850-18983 市川家H記 武蔵国多摩郡南小曽木村 山守 市川庄右

街門 安政6-明治30.1859-18974 関口日記 武戒国塙樹郡生支材 豪農

関口当主五代 宝暦12-明治34.1762-19015 斉藤月琴日記 武蔵国 江戸

神田 名主 斉藤市左南門 文政13-明治8.1830-18756 珍聞牢記

武戒国 江戸本両替 商人 伊達浅之助 文久3-慶応2.1863-18667 反正紀略 武蔵国 江戸黒Fl 月行邸 塚谷佐兵衛 文久3-慶応3.1863-18

678 藤岡屋日記 武蔵国 江戸外神m 古本屋 須藤出銭 文化元一明治元.1804-

18689 大高氏記録 常陸国 水戸馬口労町 呉服商 大高純右南門 嘉永5-明治元.185

2-1868~10背木久兵衛日記 美浪国相見郡下佐波柑 庄屋 甘木久兵衛

堤応3-明治30.1867-1897ll 見開日録 近江国神崎部位m村 商人 小杉

元戒 安政5-明治30.1858-189712 故番日記 近江国滋27郡本堅田柑 蛙船屋 錦続五兵衛 文久元一明治5.1861-1

87213 東武日記 近江国滋賀郡本堅EIl柑 1号船屋 鏑綴五兵衛 腹応元 .18

6514 束帰日記 山城国 京都 朗方医 小石小成 碇広元 .186515 要助

日記 山城国葛野郡束塩小路村 虎百姓 若山雲助 妥永3-明治2.1850-186916
H釆 長門国豊浦郡字訳本郷柑 地下医 古谷道庵 . 天保7-明治11.183



史
料
飽
研
究
紀
要

第
二
八
号

一
七
六

火
事

･
大
雨

･
水
害
と
い
っ
た
自
然
の
こ
と
､
商
売
や
商
品
､
家
の
経
営
'
職
人

･
奉
公
人
の
こ
と
'
村
内
の
日
常
生
活
に
関
し
て
起
き

た
年
中
行
事

･
興
行

･
祭
事
'
講
事

･
角
力

･
御
日
待

･
参
詣
の
こ
と
'
喧
嘩

･
口
論
'
不
義

･
密
通
'
一
挟

･
騒
動

･
出
入
､
賊

･
盗

難
､
な
ど
村
の
出
来
事
､
農
作
業
や
冠
婚
葬
祭
や
病
気

･
医
者
の
こ
と
な
ど
､
多
様
な
こ
と
が
ら
が
記
さ
れ
て
い
る
｡

本
稿
が
課
題
と
し
て
い
る
こ
と
は
､
庶
民
日
記
そ
の
中
で
も
農
民
日
記
を
素
材
と
し
て
､
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
村
落
生
活
の
諸
相
を

取
り
上
げ
､
そ
れ
を
ま
と
め
上
げ
る
1
例
を
示
す
こ
と
に
あ
る
.
た
だ
､
庶
民
日
記
-
農
民
日
記
の
す
べ
て
が
こ
う
し
た
課
題
設
定
に
応

え
る
中
身
を
持
っ
て
い
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
｡
そ
こ
で
､
村
方
文
書
に
み
ら
れ
る
日
記
史
料
の
諸
形
態
を
取
り
上
げ
'
本
稿
が
検
討
対
象

と
す
る
日
記
史
料
の
性
格

･
条
件
に
つ
い
て
'
も
う
少
し
限
定
付
け
を
し
て
お
き
た
い
｡

村
方
文
書
の
中
に
は
'
表
親
に

｢
○
○
日
記
｣
と
書
か
れ
た
も
の
が
少
な
-
な
い
｡

一
例
で
あ
る
が
'
信
濃
国
筑
摩
郡
古
見
村

(現
在

長
野
県
東
筑
摩
郡
朝
日
村
大
字
古
見
)
の
近
世
文
書
は
､
庄
屋
を
勤
め
た
こ
と
の
あ
る
家
に
伝
え
ら
れ
る
形
で
比
較
的
よ
く
伝
存
し
て
き

(4
)

て
い
る

｡

日
記
と
い
う
名
称
の
つ
い
た
史
料
も
多
い
が
'
そ
の
大
部
分
が
実
質
的
に
金
銭
出
入
帳
か
大
福
帳
な
の
で
あ
る
｡
｢歳
内
山
入

日
記
帳
｣

･
｢大
福
日
記
覚
帳
｣

･
｢大
福
日
記
帳
｣

･
｢年
内
出
入
日
記
控
帳
｣

･
｢当
座
出
入
日
記
帳
｣

･
｢当
座
日
記
帳
｣

･

｢大
福
日
記
帳
｣

･
｢万
日
記
帳
｣
な
ど
が
目
に
つ
く
｡
｢歳
内
出
入
日
記
帳
｣
は
天
保

一
四
年

(
一
八
四
三
)
か
ら
四
冊
残
さ
れ
て
い
る
｡

こ
れ
は
出
費
明
細
を
書
き
込
ん
だ
も
の
で
'
加
え
て
本
藩
の
あ
る
高
遠
行
き
や
伊
勢
参
宮
の
記
事
'
質
物
取
揚
や
小
作
籾
収
納
な
ど
を
記

す
が
'
明
治
前
半
期
に
な
る
と
内
容
そ
の
も
の
を
示
す

｢金
銭
出
入
帳
｣

･
｢大
福
帳
｣
と
い
う
名
称
に
な
る
｡
｢大
福
日
記
覚
帳
｣
は
'

文
化
八
年

(
一
八
二

)
か
ら
明
治
二
年

(
一
八
六
九
)
ま
で
ほ
ぼ
毎
年
残
さ
れ
て
い
る
が
､
そ
の
記
載
内
容
は
田
年
貢

･
畑
年
貢

(と

も
に
籾
納
)'
金
銭
の
貸
付

(利
貸
し
)､
薪

･
白
大
豆

･
籾
な
ど
の
現
物
貸
し
'
預
り
金
'
日
雇
覚
'
無
尽
掛
金
な
ど
'
経
営

一
般
に
わ

た
り
､
｢大
福
帳
｣
と
同
じ
も
の
で
あ
る
｡

｢年
内
出
入
日
記
帳
｣

･
｢当
座
出
入
日
記
帳
｣
は
､
文
政

一
二
年

二

八
二
九
)
か
ら
明
治
四
年

(
一
八
七

一
)
ま
で
の
間
'
二
'



三
年
を
欠
く
の
み
で
よ
-
残
っ
て
い
る
が
'
こ
れ
も

｢金
銭
出
入
帳
｣
と
同
じ
内
容
で
経
営
帳
簿
に
あ
た
る
｡
天
保
期
の
主
た
る
項
目
は
'

金
銭
出
方

(支
払
方
)
､
請
取
方
'
払
方
'
田
方
預
分
､
金
銭
預
方
､
金
銭
入
方
'
小
作
年
京
下
り
'
耕
作
取
ケ
附

(御
年
貢
)
'

穀
物
挽
方
'
草
屋
仕
送
､
種
物
大
方
､
薬
種
屋
'
田
畑
手
作
分
'
穀
荷
物
､
日
雇
t

な
ど
が
あ
る
｡
別
の
家
に
な
る
が
､
｢当
座
出
入
日
記
帳
｣

･
｢大
福
日
記
帳
｣
の
項
目
を
幕
末
期
に
み
る
と
､

諸
入
用
､
節
季
市
買
物
､
御
年
貢
諸
懸
-
､
無
尽
掛
､
諸
色
取
方
､
蚕
仕
入
諸
雑
用
'
貸
付
出
入
､
御
払
米
､
御
仕
送
り
出
金
､

御
用
伝
馬
'
穀
物
売
買
､
奉
公
人
､
諸
耽
人
､
日
傭
人
､
炭
山
出
､
炭
売
揚
'
畑
方
柱
図
り
'
苗
代
田
植
､
御
年
貢
田
畑
預
方
'

畑
小
作
預
､
手
作
分
､
石
垣
諸
入
用
､
諸
勘
定
差
引
､
桑
'
酒
屋
'
穀
屋
､
無
尽
勘
定
記
t

な
ど
が
あ
る
｡
な
お
､
.｢万
日
記
帳
｣
は
'
天
保
六
年

(
一
八
三
五
)
と
同
十
年
の
二
冊
で
､
内
容
は
､
金
銭
出
入
り
に
関
す
る
メ
モ
で

あ
り
､
そ
の
後
半
部
分
に
普
請
仕
入
党
､
秋
作
取
分
'
俵
わ
け
方
之
党
､
な
ど
を
含
ん
で
い
る
｡

以
上
で
'
村
落
に
あ
っ
て
日
記
と
名
の
つ
-
帳
面
の
大
部
分
は
､
金
銭
出
入
帳
か
そ
れ
に
近
い
内
容
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
｡
古
見
村
で
は
､
い
わ
ゆ
る
日
記

･
日
々
の
雑
記
帳
は
ほ
と
ん
ど
な
い
｡
｢公
私
用
日
記
｣

･
｢公
私
要
用
日
記
｣
が
二
･

三
あ
っ
て
､
こ
こ
に
は
若
干
私
的
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
｡
古
見
村
の
例
の
よ
う
に
､
村
内
の
諸
状
況
を
文
章
化
し
て
残
し
た
り
､
家
に

関
わ
る
私
的
部
分
に
つ
い
て
多
く
を
記
す
よ
う
な
日
記
史
料
は
､
伝
存
し
て
い
な
い
場
合
の
方
が
多
い
｡
し
か
し
な
が
ら
､
最
近
は
市
町

村
史
誌
類
や
個
人
の
全
集

･
単
行
本
な
ど
の
刊
行
に
､
日
記
史
料
が
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
｡
筆
者
は
､
ほ
ぼ
十
年
前
に
､
村
落
情
勢

(5
)

や
民
衆
の
生
活
史
研
究
の
素
材
に
な
る
と
思
わ
れ
る
日
記
史
料
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
こ
と
が
あ
る

｡

そ
れ
か
ら
現
在
ま
で
の
閥
に
も
多

-
の
出
版
が
な
さ
れ
て
い
る
｡
活
字
化
さ
れ
た
日
記
史
料
の
活
用
に
よ
っ
て
'
日
記
研
究
の
発
展
が
期
待
で
き
る
時
点
に
立
ち
至
っ
て
い

る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
｡

と
こ
ろ
で
､
筆
者
は
改
め
て
日
記
史
料
の
研
究
の
検
討
を
始
め
た
と
こ
ろ
'
か
ね
て
よ
り
原
本
を
見
る
槻
会
を
熱
望
し
て
い
た

｢年
内

農
民
日
記
史
料
論

(高
木
)

一
七
七



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
八
号

一
七
八

諸
事
日
記
帳
｣
(通
称

｢大
黒
屋
日
記
｣
)
の
コ
ピ
ー
を
見
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
｡
こ
れ
は
､
周
知
の
よ
う
に
､
小
説
家
島
崎
藤
村
が
こ
の

日
記
か
ら
彪
大
な
メ
モ
を
作
り
'
そ
れ
に

｢大
黒
屋
日
記
抄
｣
と
名
付
け
､
や
が
て
長
編
小
説

r夜
明
け
前
J

へ
と
実
を
結
ん
で
い
く
の

(6
)

で
あ
h
o
｢大
黒
屋
日
記
抄
｣
は
t
r藤
村
全
集
｣
に
所
収
さ
れ
た
の
で
容
易
に
研
究
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
,
｢大
黒
屋
日
記
抄
｣

か
ら
推
定
し
て
､
｢年
内
諸
事
日
記
帳
｣
そ
の
も
の
が
村
落
生
活
に
関
す
る
き
わ
め
て
良
質
な
情
報
を
提
供
す
る
も
の
と
思
わ
れ
た
の
で

あ
る
｡
し
か
し
な
が
ら
､
｢年
内
諸
事
日
記
帳
｣
は
長
い
間
公
開
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
た
め
､
直
接
に
原
本
を
解
読
で
き
る
日
を
待

っ
て

い
た
の
で
あ

っ
た
｡
そ
し
て
こ
こ
数
年
､
よ
う
や
-
に
し
て
コ
ピ

ー
の
形
で
原
日
記
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
｡
そ
こ
で

今
回
は
手
始
め
に
､
｢年
内
諸
事
日
記
帳
｣
(通
称

｢大
黒
屋
日
記
｣
)
と
島
崎
藤
村
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
察
し
て
お
く
こ
と
と
し
て
､

日
記
の
内
容
に
つ
い
て
の
分
析
は
別
稿
に
ゆ
ず
る
こ
と
に
し
た
い
｡

註(1
)
日
記
に
関
す
る
辞
典
的
な
説
明
を
見
て
お
く
な
ら
ば
､

一
般
に

｢日
に
し
る
す
｡
其
の
日
其
の
日
の
出
来
事
を
記
す
｡
又
､
其
の
書
き

も
の
｡
又
､
其
の
帳
面
｡
日
誌
｡
日
乗
｡
日
暦
｡
日
録
｣
(諸
橋
轍
次

｢大
浜
和
辞
典
｣)'
あ
る
い
は
｢日
々
の
出
来
事
や
感
情
な
ど
の
記
録
｣

(｢広
辞
苑
J)
な
ど
と
説
明
さ
れ
て
い
る
｡
日
々
事
実
を
書
き
記
し
た

も
の
を
指
す
と
い
う
意
味
で
は
'
六
国
史
以
下
の
史
書
や
紀
行
'
随

筆
な
ど
の
文
学
作
品
ま
で
が
日
記
と
呼
ば
れ
た
り
､
日
記
と
名
づ
け

て
い
た
り
す
る
も
の
も
あ
る
｡
し
か
し
'
日
本
の
日
記
の
主
流
は
'

日
々
の
事
件
や
行
動
を
備
忘
の
た
め
に
記
録
し
七
日
次
記
で
､
典
籍

や
文
書
と
区
別
し
て
記
録
と
呼
ば
れ
る
｡
そ
の
日
本
に
お
け
る
最
古

の
例
は
'
｢正
倉
院
文
書
｣
中
の
天
平
一
八
年

(七
四
六
)
の
具
注
暦

で
あ
り
､
記
録
と
し
て
の
日
記
は
平
安
時
代
か
ら
多
-
な
る
｡
平
安

時
代
の
日
記
は
､
書
き
手
の
立
場
か
ら
公
日
記
と
私
日
記
に
分
け
ら

れ
､
公
日
記
は
平
安
末
ま
で
に
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
す
が
'
そ
の
後
､

鎌
倉
時
代
以
後
は
'
幕
肘
や
社
寺
な
ど
に
職
務
日
記
が
現
わ
れ
'
朝

廷
に
も
女
房
日
記
や
'
番
衆
所
日
記
や
読
奏
日
記
､
ま
た
各
宮
家
や

公
家
の
家
司
日
記
'
武
家
諸
藩
の
日
記
な
ど
'
多
様
な
公
的
職
務
日

記
が
記
録
さ
れ
残
さ
れ
て
き
て
い
る
｡
一
方
私
日
記
は
､
前
出
具
注

暦
に
昏
き
込
ま
れ
た
記
文
を
最
初
と
L
t
天
皇

･
皇
族
､
公
卿
以
下

の
官
人
､
武
家

･
僧
侶

･
神
官

･
学
者
文
人
に
い
た
る
ま
で
､
各
階

層
の
人
々
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
が
'
私
日
記
の
中
心
は
朝
廷
に
奉
仕

す
る
廷
臣
ら
の
公
家
日
記
で
あ
っ
た
｡
こ
の
公
家
日
記
は
'
そ
の
後

多
く
の
人
々
に
書
写
さ
れ
写
本
と
し
て
も
伝
え
ら
れ
た

(以
上
､
平



凡
社

r日
本
史
大
事
典
｣
お
よ
び
吉
川
弘
文
館

r国
史
大
辞
典
｣
を

参
照
)0

(2
)
国
文
学
研
究
資
料
館
史
料
館

r史
料
館
所
蔵
史
料
目
録
J
約
二
八

号
､
1
九
七
八

(3
)
r日
本
史
籍
協
会
叢
書
｣
は
'
大
正
四
年

二
九
1
五
)
か
ら
昭
和

一
〇
年

二
九
三
五
)
ま
で
の
間
に
一
八
九
冊
が
刊
行
さ
れ
た
｡
昭

和
四
〇
年
代
に
東
京
大
学
出
版
会
が
復
刊
し
た
が
､
分
冊
し
た
も
の

も
あ
り
一
九
二
冊
と
な
っ
た
｡
ま
た
'
昭
和
五
〇
年
代
に
は

r続
日

本
史
縞
協
会
諮
苔
｣
が
出
版
さ
れ
'
1
0
0
冊
が
加
え
ら
れ
た
｡

(4
)
長
野
県
東
筑
摩
郡
朝
日
村

｢朝
日
村
史
史
料
日
録
｣

(5
)
拙
稲

｢本
末
･
明
治
期
に
お
け
る
栽
戊
お
よ
び
知
識
人
の
日
記
史

料
に
つ
い
て
｣
(信
州
大
学
人
文
学
部

r人
文
科
学
論
塊
J
節
二
1
号
'

一
九
八
七
)

(6
)
r藤
村
全
災
J
約
1
五
巻
､
筑
摩
輩
肘

T
九
六
八

二

島
崎
藤
村
の

｢
大
黒
屋
日
記
抄
｣
に
つ
い
て

｢木
曽
路
は
す
べ
て
山
の
中
で
あ
る
｡
あ
る
と
こ
ろ
は
岨
づ
た
い
に
行
く
崖
の
道
で
あ
り
'
あ
る
と
こ
ろ
は
数
十
間
の
探
さ
に
臨

む
木
曽
川
の
岸
で
あ
り
､
あ
る
と
こ
ろ
は
山
の
尾
を
め
ぐ
る
谷
の
入
り
口
で
あ
る
｡

1
筋
の
街
道
は
こ
の
深
い
森
林
地
帯
を
H
い

て
い
た
｡｣

こ
れ
は
'
周
知
の
よ
う
に
島
崎
藤
村
の
長
編
小
説

r夜
明
け
前
｣
の
書
き
出
し
で
あ
る
｡
こ
の

r夜
明
け
前
J
の

｢序
の
串

こ

の
般

後
は
'
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
｡

■｢本
陣
の
当
主
書
左
衛
門
と
､
年
寄
役
の
金
兵
衛
と
は
こ
の
村
に
生
ま
れ
た
｡
音
左
街
門
は
守
山
の
家
を
つ
ぎ
､
金
兵
衛
は
'
小

竹
の
家
を
つ
い
だ
｡
こ
の
人
た
ち
が
宿
役
人
と
し
て
､
駅
路

一
切
の
世
話
に
慣
れ
た
こ
ろ
は
､
二
人
と
も
す
で
に
五
十
の
坂
を
越

し
て
い
た
｡
吉
左
衛
門
は
五
十
五
歳
'
金
兵
衛
の
方
は
五
十
七
歳
に
も
な
っ
た
｡
こ
れ
は
当
時
と
し
て
は
め
ず
ら
し
い
こ
と
で
も

な
い
｡
書
左
衛
門
の
父
に
あ
た
る
先
代
の
半
六
な
ど
は
六
十
六
歳
ま
で
宿
役
人
を
勤
め
た
｡
そ
れ
か
ら
家
督
を
譲
っ
て
'
よ
う
や

農
民
日
記
史
料
論

(高
木
)

1
七
九



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
八
号

一
八
〇

-
隠
居
し
た
-
ら
い
の
人
だ
｡
書
左
衛
門
に
は
す
で
に
半
歳
と
い
う
跡
継
ぎ
が
あ
る
｡
し
か
し
家
督
を
譲
っ
て
隠
居
し
よ
う
な
ぞ

と
は
考
え
て
い
な
い
｡
福
島
の
役
所
か
ら
で
も
そ
の
沙
汰
が
あ
っ
て
､
い
よ
い
よ
引
退
の
時
期
が
来
る
ま
で
は
'
ま
だ
ま
だ
勤
め

(7
)

ら
れ
る
だ
け
勤
め
よ
う
と
し
て
い
る
｡
金
兵
衛
と
て
も
､
こ
の
人
に
負
け
て
は
い
な
か
っ
た
｡
｣

こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
よ
ケ
に
本
陣
青
山
書
左
衛
門
と
出
て
く
る
人
物
は
､
r夜
明
け
前
｣
の
主
人
公
青
山
半
蔵
の
父
で
あ
り
'
と
も

に
作
者
島
崎
藤
村
の
祖
父
島
崎
書
左
衛
門

･
重
詔
､
父
島
崎
正
樹

･
重
寛
に
あ
た
る
.
さ
て
'
本
陣
吉
左
衛
門
と
と
も
に
宿
役
人
と
し
て

木
曽

〓

宿
の
一
つ
馬
龍
宿
の
運
営
に
あ
た
っ
た
伏
見
屋
小
竹
金
兵
衛
こ
そ
が
'
本
名
大
脇
兵
右
衛
門
･
信
興
で
､
屋
号
を
大
黒
屋
と
い

い
t
の
ち
に
島
崎
藤
村
が
抄
記
す
る
こ
と
に
な
っ
た

｢大
黒
屋
日
記
｣
を
書
き
続
け
た
人
で
あ
る
｡

大
黒
屋
は
'
馬
龍
宿
年
寄
役
大
脇
家
の
屋
号
で
あ
る
が
､
代
々
家
業
の
酒
造
り
と
金
融
業
で
発
展
し
'
木
曽
福
島
の
支
配
代
官
山
村
家

や
尾
張
名
古
屋
洋
へ
の
御
用
金
や
献
金
に
応
じ
､
す
で
に
天
明
六

二

七
八
六
)
年
に
は

｢苗
字
帯
刀
｣
御
免
の
権
利
を
取
得
す
る
な
ど

(8
)

し
､
幕
末
期
に
は
そ
の
木
曽
谷
に
お
け
る
台
頭
ぶ
り
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
と
い
う
｡
｢夜
明
け
前
J
の
伏
見
屋
金
兵
衛
こ
と
大
黒
屋
大
脇

信
興
は
'
寛
政
九

(
一
七
九
七
)
年
に
生
ま
れ
明
治
三

(
一
八
七
〇
)
年
ま
で
生
き
て
､
生
涯
に
わ
た
り
日
記
を
つ
け
た
｡
そ
の
日
記
の

題
名
は

｢年
内
諸
事
日
記
帳
｣
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
が
'

一
般
に
は
'
屋
号
を
と
っ
て

｢大
黒
屋
日
記
｣
と
い
わ
れ
て
き
た
｡

｢大
黒
屋
日
記
｣
は
､
文
政
九

(
一
八
二
六
)
年
か
ら
死
ぬ
ま
で
書
き
続
け
ら
れ
た
大
脇
信
興
の
私
的
日
記
と
い
え
る
も
の
で
'
年
寄

役
と
し
て
の
役
務
に
関
す
る
公
的
日
記
で
は
な
い
｡
の
ち
に
'
島
崎
藤
村
が
こ
の
日
記
の
存
在
を
知
り
､
大
量
の
メ
モ
ー

｢抄
記
｣
(普

き
抜
き
)
を
と
り
'
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
お
い
て
長
編
小
説

｢夜
明
け
前
｣
を
書
い
た
の
で
あ
る
｡
こ
こ
で
は
'
島
崎
藤
村
が
ど
の
よ
う
に

し
て

｢大
黒
屋
日
記
｣
と
出
会
い
､
い
つ
頃

｢抄
記
｣
し
た
か
t
な
ど
の
点
に
か
ぎ
っ
て
整
理
し
て
お
き
た
い
｡
い
ず
れ

｢大
黒
屋
日
記
｣

そ
の
も
の
の
内
容
を
検
討
す
る
前
段
階
の
作
業
と
し
て
､
し
ば
ら
く
は
藤
村
と

｢大
黒
屋
日
記
｣
と
の
出
会
い
の
時
点
に
立
ち
戻
っ
て
み

よ
つヽ
｡



◇

◇

大
脇
兵
右
衛
門
倍
輿
の
つ
け
た

｢年
内
諸
事
日
記
帳
｣
(以
下
と
く
に
原
題
名
を
必
要
と
し
な
い
か
ぎ
り

｢大
黒
屋
日
記
｣
と
表
記
す

る
)
が

r夜
明
け
前
]
と
緊
密
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
'
島
崎
藤
村
本
人
が
､
す
で
に

r中
央
公
論
J
の
昭
和

1
1
(
1
九
三
六
)

年
の
7
月
号

二
1月
号
に
'
完
結
し
た

r夜
明
け
前
J
に
つ
い
て
の

｢党
昏
｣
と
し
て
書
い
た
文
章

(同
氏

r桃
の
雫
j
所
収
)
の
中
で

ふ
れ
て
い
る
｡

｢昭
和
二
年
の
は
じ
め
に
は
､
わ
た
し
は
す
で
に

r夜
明
け
前
J
の
腹
案
を
建
て
て
い
は
ゐ
た
が
､
ま
だ
街
道
と
い
ふ
も
の
を
通

し
て
父
の
時
代
に
突
き
入
る
十
分
な
勇
気
が
持
て
な
か
っ
た
｡
と
い
ふ
の
は
､
わ
た
し
の
祖
父
や
父
が
長
い
街
道
生
活
の
間
に
書

き
残
し
た
も
の
も
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
ら
し
い
の
で
あ
る
が
'
日
晴
戦
争
前
の
村
の
大
火
に
父
の
蔵
書
は
焼
け
て
､
参
考
と
な
る
旧

い
記
録
と
て
も
書
家
に
は
さ
う
多
く
残
っ
て
ゐ
な
い
か
ら
で
あ
っ
た
｡
こ
れ
な
ら
安
心
し
て
輩
が
執
れ
る
と
い
ふ
気
を
わ
た
し
に

起
こ
さ
せ
た
の
も
大
黒
屋
日
記
で
あ
っ
た
｡
そ
の
年
に
わ
た
し
は
1
夏
か
か
っ
て
大
脇
の
隠
居
が
残
し
た
日
記
の
摘
要
を
つ
-
り
'

(9
)

そ
れ
か
ら
長
い
仕
事
の
支
度
に
取
り
か
か
っ
た
｡｣

島
崎
藤
村
自
ら
が
い
う
よ
う
に
t
r夜
明
け
前
｣
の
作
品
が
書
か
れ
る
た
め
に

｢大
黒
屋
日
記
｣
の
果
た
し
た
役
割
は
大
き
か
っ
た
の

で
あ
る
.
そ
し
て
､
そ
れ
は

｢大
黒
屋
日
記
抄
｣
が
作
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
｡
事
実
'
藤
村
が
昭
和
三

(
1
九
二
八
)
年
四
月
に
､
r夜
明
け
前
｣
執
筆
の
準
備
の
た
め
に
馬
龍
村
へ
取
材
に
出
か
け
た
こ
と
'
そ
の
年

一
夏
か
か
っ
て

｢大
熊
屋

日
記
｣
か
ら

｢抄
記
｣
を
行
っ
た
こ
と
､
は
知
ら
れ
て
い
る
｡

で
は
藤
村
は
'
馬
龍
の
大
脇
家

(大
黒
屋
)
に

｢日
記
｣
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
い
つ
知
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
｡
こ
の
点
に
つ
い
て

北
小
路
健
ら
は
'
藤
村
が
馬
龍
へ
取
材
に
出
か
け
た
昭
和
三
年
四
月
に
知
っ
た
も
の
と
見
て
い
る
.
(｢続
木
曽
路
文
献
の
旅
｣
)
｡
北
小
路

は
'
藤
村
が
島
崎
家
の
隣
家
大
脇
家

(大
黒
屋
)
に
招
か
れ
た
の
が
昭
和
三
年
四
月
二
十
七
日
の
夜
で
'
こ
の
時
大
黒
屋
の
当
主
で
あ
っ

農
民
日
記
史
料
論

(高
木
)

一
八

一



史
料
飽
研
究
紀
要

第
二
八
号

一
八
二

た
大
脇
文
平

(信
輿
の
ひ
孫
'

二

代
倍
常
の
孫
)
か
ら
初
め
て
彪
大
な

｢年
内
諸
事
日
記
帳
｣
が
示
さ
れ
た
､
.と
し
て
い
る
0
藤
村
は
'

文
平
の
叔
父
で
大
脇
家
の
分
家

･
俵
屋
に
養
子
入
り
し
た
大
脇
鉄
三
郎
と
は
幼
馴
染
で
あ
っ
た
｡
つ
い
で
に
い
え
ば
､二
J
の
鉄
三
郎
の
妹

が
初
恋
に
う
た
わ
れ
た
少
女

｢お
ゆ
う
｣
さ
ん
で
あ
る
｡
藤
村
は
､
鉄
三
郎
と
の
旧
交
を
温
め
な
が
ら
､
こ
れ
か
ら
書
こ
う
と
し
て
い
る

小
説
の
構
想
に
必
要
な
馬
龍
の
こ
と
を
聞
き
出
し
て
い
る
う
ち
に
'
｢年
内
諸
事
日
記
帳
｣
と
い
う
日
記
が
あ
る
こ
と
を
明
か
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
｡
北
小
路
は
､
こ
の
時
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
｡

｢藤
村
は
､
中
山
道

(木
曽
路
)
の
一
宿
駅
に
か
つ
て
活
き
た
父
を
描
こ
う
と
構
え
て
い
た
が
､
生
活
の
に
お
い
の
す
る
文
献
に

巡
り
会
え
ず
に
苦
し
ん
で
い
た
頃
で
あ
る
｡
ほ
と
ん
ど
唯

一
の
資
料
は
'
八
幡
屋
蜂
谷
家
に
保
存
さ
れ
て
い
る
日
記

･
覚
書
の
類

で
あ
っ
た
が
､
主
な
る
時
代
的
舞
台
を
､
黒
船
来
航
の
嘉
永
六
年
か
ら
主
人
公
青
山
半
蔵
の
死
ぬ
明
治

一
九
年
ま
で
と

一
応
設
定

し
て
い
た
藤
村
に
と
っ
て
､
･八
幡
屋
文
書
は
少
し
時
代
が
古
い
｡
幼
馴
染
の
記
憶
の
す
み
ず
み
ま
で
を
叩
い
て
'
少
し
で
も
場
と

時
と
人
に
対
す
る
具
体
的
な
資
料
と
な
る
べ
き
も
の
を
聞
き
出
そ
う
と
し
て
い
た
藤
村
に
と
っ
て
'
こ
の

｢大
黒
屋
日
記
｣
と
の

遊
迫
は
'
ド
キ
ン
と
胸
に
こ
た
え
る
ほ
ど
の
驚
き
と
喜
び
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
｡
こ
の
日
記
な
く
し
て
は
t
r夜
明
け
前
｣

(10
)

の
､
あ
の
よ
う
な
内
容
を
持
っ
て
の
制
作
は
不
可
能
で
あ
っ
た
｡
｣

こ
れ
に
対
し
て
馬
寵
在
住
の
人
た
ち
は
､
藤
村
は
昭
和
三
年
以
前
に

｢大
黒
屋
日
記
｣
を
見
て
い
た
と
み
て
い
る
｡
宮
川
平
太
は
'
-蘇

村
に

｢大
黒
屋
日
記
｣
の
存
在
を
紹
介
し
た
大
脇
文
平
か
ら
'
藤
村
は
す
で
に
小
説

r嵐
j
執
筆
で
馬
龍
に
帰
っ
た
時
に

｢大
黒
屋
日
記
｣

を
見
て
い
る
t
と
い
わ
れ
た
と
発
言
し
て
い
る
｡
な
お
､
伊
東

一
夫
も
､
｢
r夜
明
け
前
｣
を
執
筆
さ
れ
る
前
に

｢大
黒
屋
日
記
抄
｣
を
つ

(
〓
)

く
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
､
ど
う
も
私
は
そ
の
前
に

(多
少
)
先
生
は
見
て
お
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
｡｣
と
発
言
し
て
い
る

｡

藤
村
は
､
前
出

｢覚
書
｣
に
お
い
て
'
｢大
黒
屋
日
記
｣
に
つ
い
て

｢
こ
の
隠
居
の
一
番
日
記
は
'
文
政
九
年
､
同
じ
-

一
〇
年
､

一
一
年
の
三
ヶ
年
の
日
記
帳
よ
-
成
る
も
の
で
そ
れ
を
つ
け
は
じ



め
た
の
は
'
三
十
歳
の
頃
か
と
思
は
れ
る
｡
さ
う
い
ふ
日
記
帳
が
二
七
番
ま
で
も
文
平
君

(大
脇
家
当
主
)
の
家
に
仕
舞
っ
て
あ

っ
た
｡
最
初
の
う
ち
は
､
わ
た
し
も
あ
の
隠
居
が
二
七
番
の
日
記
を
残
し
た
こ
と
と
の
み
思
っ
て
ゐ
た
が
'
そ
の
う
ち
に
文
平
君

か
ら
ま
だ
四
冊
残
っ
て
ゐ
た
と
言
っ
て
送
っ
て
よ
こ
し
て
呉
れ
た
の
を
見
る
と
'
実
際
は
三

1
番
ま
で
あ
っ
て
､
隠
居
三
〇
歳
の

頃
か
ら
七
〇
歳
ま
で
､
年
代
か
ら
言
へ
ば
文
政
九
年
か
ら
明
治
三
年
ま
で
'
お
よ
そ
四
十
余
年
問
に
亘
る
街
道
生
活
の
日
記
帳
で

(12
)

あ
る
｡｣

と
書
い
て
い
る
｡

た
し
か
に
､
藤
村
が
昭
和
三
年
四
月
に
大
脇
文
平
に
示
さ
れ
て
目
に
し
た
の
は
､
文
政
九
年
の
一
番
か
ら
慶
応
三
年
の
二
八
番
ま
で
で

あ
っ
た
｡
こ
の
日
記
群
は
'
も
と
も
と
天
保
四
､
五

(
一
八
三
三
'
三
四
)
年
と
天
保
八
'
九

(
一
八
三
七
､
三
八
)
年
の
四
年
間
が
無

く
､
こ
の
時
は

一
八
番

(安
政
四
年
)
と
二
六
番

(慶
応
元
年
)
を
欠
き
､
そ
の
存
在
も
定
か
で
は
な
か
っ
た
｡
こ
の
時
は
'
現
物
を
見

た
二
六
冊
を
借
用
す
る
こ
と
と
し
て
､
文
平
か
ら
藤
村
の
下
へ
は
五
月
に
入
っ
て
か
ら
送
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
｡
こ
れ
を
藤
村
は
'

一
夏

か
か
っ
て
抄
記
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
｡
な
お
藤
村
自
身
も
書
い
て
い
る
よ
う
に
､.
そ
の
後
大
脇
家
か
ら
は
'
二
九
番

(慶
応

四
年
)
か
ら
三

一
番

(明
治
三
年
)
ま
で
の
三
冊
が
見
つ
か
っ
た
と
の
連
絡
を
受
け
'
同
様
に
藤
村
の
下
に
送
ら
れ
て
い
る
｡
し
か
し
'

こ
の
三
冊
分
の
抄
記
が
同
じ
よ
う
に
作
ら
れ
た
か
は
判
然
と
し
な
い
o
｢大
黒
屋
日
記
抄
｣
は
､
二
八
番
の
慶
応
三

二

八
六
七
)
年
ま

で
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
｡

.｢大
黒
屋
日
記
｣
の
史
料
群
は
､
文
政
九
年
か
ら
明
治
三
年
ま
で
の
四
五
年
間
の
う
ち
四
1
年
分

(上
述
の
よ
う
に
も
と
も
と
四
年
分

を
欠
く
)
'
三

1
冊

(合
冊
を
含
む
)
の
構
成
で
あ
る
｡
そ
し
て
島
崎
藤
村
が

｢抄
記
｣
を
残
し
た
の
は
､
｢大
黒
屋
日
記
｣
の
二
六
冊
分
､

つ
ま
り
慶
応
三
年
ま
で
で
あ
り
､
二
九
､
三
〇
､
三

1
番
の
分
は
残
さ
れ
て
い
な
い
o
そ
の
た
め
､
｢大
黒
屋
日
記
抄
｣
と

r夜
明
け
前
J

と
の
関
係
は
慶
応
三
年
ま
で
で
終
わ
っ
て
い
る
｡
し
か
し
藤
村
は
'
後
述
す
る
よ
う
に

｢抄
記
｣
を
残
さ
な
か
っ
た
明
治
初
年
に
つ
い
て

農
民
日
記
史
料
論

(高
木
)

一
八
三



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
八
号

一
八
四

も
'
小
説

｢夜
明
け
前
｣
の
記
述
に
は

｢大
黒
屋
日
記
｣
の
記
事
が
生
か
さ
れ
て
い
る
｡
な
お
､
藤
村
が
見
る
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た

一

八
番
､
二
六
番
の
日
記
も
出
て
き
て
､
現
在
で
は

｢大
黒
屋
日
記
｣
は
四
一
年
分
三
一
冊
全
部
が
揃
っ
て
い
る
｡

記
録
と
し
て
の

｢大
黒
屋
日
記
｣
'
｢大
黒
屋
日
記
抄
｣
'
文
学
作
品
と
し
て
の

｢夜
明
け
前
｣
'
こ
の
三
者
の
比
較
検
討
の
必
要
性
は
'

北
小
路
健
な
ど
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
て
い
た
｡
こ
の
点
に
つ
い
て
は
'
.r藤
村
全
集
｣
第

1
五
巻
に

｢大
黒
屋
日
記
抄
｣
や
関
連
す
る
資

料
が
所
収
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
'
比
較
検
討
の
条
件
が
一
つ
ク
リ
ヤ
ー
さ
れ
た
｡
｢抄
記
｣
が
活
字
化
さ
れ
て
見
る
こ
と
が
出
来
る
と

い
う
こ
と
は
研
究
を
志
す
も
の
に
と
っ
て
大
き
な
福
音
と
な
っ
た
｡
し
か
し
な
が
ら
'
｢大
黒
屋
日
記
｣
そ
の
も
の
に
ま
で
立
ち
返
っ
た

研
究
は
､
ほ
と
ん
ど
進
展
し
て
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
｡
現
実
に
は
､
｢大
黒
屋
日
記
抄
｣
の
出
版
が
'
｢大
黒
屋
日
記
｣
そ
の
も
の
の
検

討
を
研
究
者
か
ら
遠
ざ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
｡
r藤
村
全
集
]
第

1
五
巻
刊
行
が
準
備
さ
れ
て
い
た
頃
か
ら
'
馬
龍
の
藤
村
記
念
館
で
は

小
説
の
も
と
と
な
っ
た
日
記
の
閲
覧
希
望
に
た
い
し
て
'
刊
行
予
定
の

｢大
黒
屋
日
記
抄
｣
を
見
て
は
し
い
と
し
て
'
｢大
黒
屋
日
記
｣

の
公
開
は
な
か
な
か
実
現
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
｡

た
だ
'
昭
和
四
三
年
以
前
の
時
点
で
､
藤
村
記
念
館
の
資
料
管
理
が
一
時
期
後
和
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
-
'
東
京
の
大
学
の
研
究
者

が

｢年
内
諸
事
日
記
帳
｣
全
部
を
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
撮
影
し
た
-
'
コ
ピ
ー
に
し
て
入
手
し
た
例
も
あ
る
｡
北
小
路
健
は
'
そ
の
マ

(13
)

イ
ク
ロ
写
真
二
千
余
枚
を
複
写
さ
せ
て
も
ら
い
'
そ
の
解
読
に
あ
た
っ
た
と
い
う

｡

し
か
し
､
昭
和
五
〇
年

(
一
九
七
五
)
に
筆
者
が
テ

レ
ビ
の
放
映
の
た
め
の
取
材
を
し
た
時
に
は
､
ご
く
限
ら
れ
た
必
要
な
枚
数
の
撮
影
し
か
許
さ
れ
ず
､
｢年
内
諸
事
日
記
帳
｣
の
採
集
と

そ
の
解
読
は
き
わ
め
て
難
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
た
｡

さ
て
､
北
小
路
は

r夜
明
け
前
J
と

｢大
黒
屋
日
記
｣
と
の
関
連
の
検
討
に
は
'
つ
ぎ
の
三
点
が
肝
要
で
あ
る
と
述
べ
た
｡

｢ま
ず
第

一
に
'
藤
村
が

r大
黒
屋
日
記
抄
｣
の
ノ
ー
ト
を
作
る
に
あ
た
っ
て
､
r日
記
J
の
ど
こ
を
採
り
､
ど
こ
を
捨
て
た
か
｡

第
二
に
'
二

旦

r日
記
抄
J
に
書
き
抜
い
た
記
事
の
う
ち
､
更
に
ど
れ
を
捨
て
､
ど
れ
を
ど
の
よ
う
に
､
構
想

･
叙
述

･
描
写
の



中
に
生
か
し
て
用
い
た
か
｡
第
三
に
､
し
た
が
っ
て
､
藤
村
の
資
料
読
み
の
態
度

(構
え
)
は
t
と
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
'

(_4
)

と
い
う
三
点
で
あ
る
｡
｣

北
小
路
は
､
｢大
黒
屋
日
記
｣
の
原
文
を
読
み
'
読
み
進
め
な
が
ら

｢大
黒
屋
日
記
抄
｣
と
も
比
較
し
て
検
討
し
､
そ
の
成
果
の
1
部

(15
)

を

r木
曽
路
文
献
の
旅
｣
に
ま
と
め
て
刊
行
し
､
こ
れ
が
昭
和
四
五
年
度
短
日
出
版
文
化
貨
を
受
質
し
た
の
だ
が
､
全
原
文
の
詳
細
に
わ

た
る
検
討
結
果
に
つ
い
て
は
､
別
塙
を
予
告
さ
れ
な
が
ら
､
発
表
さ
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
｡

私
は
､
北
小
路
が
設
定
し
た
三
点
と
は
別
に
､
｢大
黒
屋
日
記
｣
そ
の
も
の
に
沓
き
こ
ま
れ
て
い
る
当
時
の
村
人
の
生
活
､
つ
ま
り
村

落
生
活
史
の
様
相
に
つ
い
て
直
接
的
に
把
握
し
た
い
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
｡
そ
れ
は
､
四
一
年
分
全
部
を
説
破
し
た
上
で
な
さ
れ
る
必

要
が
あ
る
が
､
ま
ず
'
こ
こ
で
は
こ
の

｢大
黒
屋
日
記
｣
は
'
こ
れ
自
体
が
民
衆
の
生
活
史
'
ま
た
村
落
生
活
に
関
す
る
豊
か
な
情
報
を

提
供
し
て
-
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
｡

註(7
)
島
崎
藤
村
の

r夜
明
け
前
l
は
､
r藤
村
全
鍛
｣
本
を
初
め
い
ろ
い

ろ
な
形
で
出
版
さ
れ
て
い
る
｡
新
潮
文
碓
･
･=P
波
文
雄
と
も
に
節
1

部
･
節
二
部
と
も
上
下
に
分
冊
さ
れ
計
四
冊
で
入
手
で
き
る
.

(8
)
所
三
男

｢大
黒
屋
日
記
抄
･
解
揺
｣
(r藤
村
全
生
し
第
1
五
巻
t

t
九
六
八
)

(9
)
r藤
村
全
塊
J
節
1
三
巻

1
九
六
七

(10
)
北
小
路
健

r続
木
曽
路
文
献
の
旅
｣
芸
相
生

一
九
七
一

(11
)
座
談
会

｢島
崎
藤
村
と

r夜
明
け
前
と

(r右
隣
｣
節
二
1
二
号

一
九
八
五
)農

民
日
記
史
料
論

(高
木
)

(1
)
r藤
村
全
仏
J
第
1
三
を

1
九
六
七

(f=
)
北
小
路
健

r古
文
番
の
面
白
さ
｣
新
潮
通
番

1
九
八
四

(1
)
北
小
路
健

r耗
木
田
路
文
献
の
旅
J
芸
相
生

一
九
七
1

(1
)
北
小
路
健

r木
曽
路
文
献
の
旅
l
芸
相
生

1
九
七
〇

一
八
五


